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ヒ海道大学演習林仙寺r.ffi.，:f; 消防右 前 I号 1，2008;

大雪111rhl立公屈のレクリエーション地域区分と
各地域における管理方針の定量的評髄
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要 旨

日本のi:然公図におし、て最もよき長問題は過剰が'Ir討のJ羽恋である 本研究はこの退利干IJ，T:を義和することをH
fJSとLて、大雪山何日公開におけるラーススタディーを通とて、以下の つの謀短について民主l詰?を行ったっ本研

究の故初のj-i的は、即応の概念を 1;]しtたflJJ日者の分類としクリヱーンヨンエリアのゾーニシクである…この

I!OSの概念l土、レクリム』シヨ Jーリアの物足生物7'A'J、主iぽ的そして社会的it属性lニ注目することによって、
部山泊な成局から原'1的な環境まで多岐にi度る利用者の選析を概略的に不ずものである}もう つの日:ウl土、選

択目尖験ふ地111して、ソーニング手れたそ引ぞれのエ}アでどのような管]却方針や極刑τるのがと長ましいのか令

疋 E→自由に評iT'ずること?ある うよ析の結果、都市自主なエリア、 j;j!j'.i刊な」ニリアどちらにおいても、利用者数:幻見

状滞持まるる v吋ま滅世させるこ〉が雫まLく、さらにJ立生均なエリアでl士、道路や稜 11五:は滅世させるほ弓が主主ま

しいことかl明らかとなった け十この内決公l材では、阿 ~0で利傾':~'j:1:イ民進ヲゐ施ニが1J'i提供気れる傾向にあったが、

本研究の結果は、 Lクリ LーションXI)アはゾー〆)j、けし、それぞれの管理方針は利用者の波長[に応じて多捧1[:

Eぜる方が主主主しいことを不Lている。

キーワード。nf:共公医l，R(浴 !.Recr出口011OpportunIty Spectrum) ，ゾーニング 退択型尖綴，管理方針

2G07'1 ドけ:J!f!そ~，J ， ~f'ceive(\ All広川，31.20i;7 
21川8作]丹ilr-:去;宝、(Tl'i!tcd.:ar:uar)幻自iOK
比海道に乎太学院;!1Vi研究院(干060おらずd札腕市北区北)J:丙9~-R i 
弘、S凶化r:r<a印 Ityr/へgricul山IT.:。、kli出"lJni、ω"<，ity，iCu 9千七只hiヲ Kir辺、11，;:，appul'uτO町広;89.tp，n 



2 北海道大学演習林研究報告第65巻第1号

I はじめに

日本の自然公園は大きな転機を迎えている o 2002 

年4月に自然公園法が改正され、原生的な自然環境を

有する地域においてそれらを持続的に保全するため

に、あるいはそのような地域においてより深いレクリ

エーション体験を提供するために、利用調整地区制度

が創設されることとなったり O また環境省内では、登

山道のあり方に関する検討委員会が設立され、利用促

進や利便性の向上に重きが置かれがちだったこれまで

の公園管理を省み、登山道の利用形態や目的、利用者

層に応じた登山道の整備・維持管理レベルの設定に関

する検討が行われた2) 日本の自然公園管理は、自

然環境の持続的管理、レクリエーション体験の質的向

上という新たな方向性を探ろうとしている O 本研究で

はそのための課題を以下の 2つの段階に分けて議論す

ることにしたい。

第一段階の課題は、レクリエーションの多様性に

配慮したゾーニングを行う段階である O そもそもなぜ

ゾーニングが必要となるのであろうか?多様な利用者

が訪れる自然公園では、当然のことながら公園利用に

対して多様な暗好が存在する O しかし異なる晴好を持

った利用者を同じ空間内で同時に満足させることはほ

とんどの場合不可能である O 例えば、都市的な整備の

行われた場所において散策を楽しむ利用者と、原生的

な自然環境において困難なルートを求める利用者と

を、同じ空間内で同時に満足させることは不可能であ

るO それらを実現するためには、レクリエーション体

験の場に多様性を持たせ、利用者が各々の期待に沿っ

たレクリエーション環境を選択できることが必要とな

る3)A)，5)O 日本の自然公園管理においては、まずこ

のレクリエーションの多様性に配慮したゾーニングが

論じられる必要がある O

この課題に対してはすでに、 ROS (Recreation 

Opportunity Spectrum)の概念が 1つの回答を示し

ている O 山岳レクリエーション管理研究会6)は大雪山

国立公園において ROSの概念を適用し、利用者の多

様性を考慮した具体的なゾーニングの代替案を提示し

ている O しかし ROSの概念はゾーニングの必要性を

説くものであって、それぞれのゾーンでどのような管

理を行うのか具体的に提示するものではない。

そこで第二段階の課題として考えられるのが、

ゾーニングされたそれぞれのエリアで具体的にどのよ

うな管理方針を採用するのかという課題である O 例え

ば都市的な整備の行われる場所において散策路は舗装

することまで求められるのか、あるいは深いレクリ

エーション体験を提供するためには利用調整地区を設

定することが必要となるのか、もしそうであればどの

程度の利用者数に調整するのが適当なのか、といった

課題である O この種の課題はこれまでたびたび指摘さ

れているが7)沿)ρ)、実証的に分析した研究はほとん

ど存在しない。

本研究では ROSの概念に基づくゾーニングを利

用しつつ、環境経済学の分野で用いられている環境評

価手法である選択型実験 (ChoiceExperiment)を適

用し、ゾーニングされたそれぞれのゾーンで、利用者

の視点からどのような管理方針が求められるのかを定

量的に明らかにする O

E 事例地

本研究の事例地は北海道の大雪山国立公園である

(図 1)口大雪山国立公園は日本最大の陸域面積を誇る

国立公園であり、知床国立公園や中部山岳国立公固な

どとともに、原始性あるいは自然性の高い自然公園と

して知られている10) 本研究が対象とするのは、大

雪山国立公園の中でも北海道の最高峰である旭昔

(2. 290m) などを含む表大雪と呼ばれる地域である O

この地域には真夏でも大きな雪渓や雪田が残り、豊富

な高山植物群落がいたるところに存在している O また

山腹部にはエゾマツ・トドマツを主体とした北方系針

， 
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図1 大雪山国立公園の位置
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接被林が広がq、ヒグ?を姶めとする保々な野生生物 ると百われている♂日 c そして ROSという )1手で体系

が'1足、Lて，.る〈このような自然馬J品を体験するため 1~ されたのは 1980{ベ代になってからじある l引 7) 、

に穀[11むも数多く設恒きれている 旭岳温泉、層雲師1';， .19:.2;)) fl在では合帯同のj玉i白林や土地管旦l'局、

治民から延びる υ ブウマイ付近に設置されたF軽な ニヱージ ランドのいJ\'f.~~!討が ROS を実慌のレクリ

E支持正路から、 トムラウン，11周辺の以外的な地域を訪れ エーション:jhr町に採mしてし 2る{也、呼び名や起波は到
る縦足踏まで、様令な)l--トが存I1している でして なるものの、台衆国平カすダの凶Jl...公園でも悦念前に

このような豊かな自治峨誌を求めて、表大雪地域には 泣い枠組みを保田Lており、十世保存同(勾lこ北災fオ

毎年多く o)lljJIJ.(;'が訪れている 28ぬ年の実績で、良 七アニアJの公邸当珂の実質的なスタングードとなっ

期だけで約;)}J 人泣い利用者が友人'守地主主を ~jJれてい ている21¥

ると日われているごしかし亡訂作めに111'1-)羊やキャン

ブ指定地での物理的な混雑目立じと込ャ山Jllでの心理的 2.手111習者とソ ンの分類乎傾

会混雑j岳、利刑者。)踏みつけによる r~;llll直 I1 のiVl攻、 レクリエーシヨ/イ，j';，~iえ 碍:売を方丈十特すてど配列す

i?生動物の生I'l域の減少なごも指摘されてい るためのお擦として、合衆国の回高林ではidに示す

るド， 1η1引 1"- ような物j宜的~~)克 (PhYSlC日 IS吋如、宮j 、?士会的環境

E 手法

し ROSの概略

ROおの槻念が;是ノれすることは、 ROSの止式名称

である Rccrcat泊nOpporLlOicy Sp乱、trUGlが不すよう

に、多様なレクリニr..ンヨン体験の内主主に応じて、レ

ケ')ょーシ丹ン環境やスベクトルのように秩序みてて

;車統{事こして配列すること cあるr このようなレクリ

エ」シ】〉環境を辿絞除とし亡取り扱う考え主{土、多

くの剖l究者治ら提起されてきたが、活J'!!とt"う制点か

らそのアイデイアを故事Jに提案したのは ¥':agerであ

(Socι] Sttt~ng! 、管理水準 (1hnagerial Settin~討を

設定し1いる… LかLなから、実際にどのような評伝

;rI日をf8¥"-:ご、どの工うな fitiャよってゾ コングを

わうのかまでは既絡に定めていないc 本研究では、百

本ではじめ、 ROSを退出した実副長)1究℃あるLllII;レ

ク j工、ンヨン管理研究会の 述のf:JBtを参考シし
王子 ni フl'

はじめに表 1iこ小したような具体的羽じに対する

利用者の時好を明らかにずるために、アンケ ト読者

を行ったご山戸レク]ヱ一長汗ン色埋緋究会の捌究:一

おいてもアンケート羽合?を行っているが、そのK~辛と

表1 手ぞみと1"1グ):Jcj右持における ROS(1)納型化的九仰のt世保

托

物埋的環境

j長

アクヒス C'¥引 css)

返:鴇刊 \f~cm()tcncss) 

E然目(I\ at~lfJ.lne~明、

社会的11境

利用訂百]のn¥会い頻度
iS¥wia: 2:~C\nllkr心

手;;司昌のインパク}

¥Visitor Inょpac!:s)

梓瑚1(草

場;-9TジJ管埋

F;-~dîtît お a1l(~ Sit l' l¥Jannばιlle('lI(j

利用手;特理

円γSllβr，、/f81】口忠仁mCl】，:

¥正 子山、
~:U :_:SDA Fore3tι')erVlCe-

，1' il11 基準

H的地に到!;主すぬまでの技術的なl村静さ

南道や人為批な社主~千台からのE;f離

ik:手や造成などの古然1-&変の杭j~

他人と{I';会う頻度

利用 1 に封寸る場所内詳η!日1主

利用 8- 0)利 1屯件，快適併のための Hu~'::

佐清水市

利:芹j呂の規おベコ恰引HY1-!t

より1'ton¥tL!::." 
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なったのは二ュージーランドの原主主11然地域のソ 二

〉グをィ?った Klislれらの 涯の桁究 (Kliskeya:ld 

l\ears~ í:' Y ， 1υD3; Kllskey ct al.. 1994; K;:skey， Ei94) 
であるフ".2fl) つ71 K~jskcy らが行ったこれらの台I1 究

では、物理的球場、ヌ[会的持境、管理水準に関わる具

体的な::f(blを、 11r]答長に I主さまLい 草ま Lくない」

の 3fl階のリソカドトスウ ルによっ ci廷刊してしゃ

る rl!-!1i' ~クリ工ーション管芹'11":;;究会 lよ Klisl町 yら

の}!法を )gi[自扶地域以外的前Mムいレクリエーション

仏験にも越川「きるように改良L、伴{iffi.rs円を門 hH

ているてオ;-')1'究でもこれらの先行船究を参与に表2の

ような詳細唄Uを作成した。 設問は基本的に九段持?の

スケ Jしによ勺てITIi符し亡もらう h式を採用したが、

アクセスや逮間性におわる項目を 5段階のスクールに

当てはめようとすると、アク干スや涼 i~吊性が増すごと

のメ');1をたずねてしまうよとになるのそこでそれ

らの:r;i口に対Lて本研究では、 3没|哨のスウ ルに上

る設問キ作成した

和J;t]者が時好4る物理的環境、社会的環境、管理

水準iこ対する認;品、つまり支?の評価損日への出土年間

lil.:ーイロJらかの関係性があるJっすれば、それらを肝いて

利用昔をグループ化するニとができるはずであるc 牛;

研itでは、た2にMする出手干に得点を fj.;ミ (物運自，)草
境に l切 L ては l 、ミ内、;土;才的課j売と )_~i'岐阜Y宇に院し

ては 1~- 5 占\これらの得点'.t用いて一七 JS:~.上うよj庁を

むい、そこで得られたム成分得点やもとに1;'苦屑クラス

ター分加をj主主討するう子総 J;'i去を試みたL~) .2引 での上

で待々の利用者グル ブの~IJ汚に沿うレクリヱ、ンコ

ン買取境争i明らかにできれiよ、それらふもとに、/一二ン

グを伝うことが"J能である I11 !Î;- レクリエーション~

JWiVl'究会のi;汀光では、 fンケ」トのji"if符傾向と=見地踏

査の私~i ~~をもとに、それらを客観的に '['1出しているが、

本併究では品々の引lJiIl者グループがどのソ ンを最も

気い人っているのかこい号、 1"1符蒜 rj)主観的な情報を

もとにゾ 三ンゲを行った 後に結よ;主を rj'すーが、芳昔

の、/ーニングはほぼ|司械のものとなコたc ROおの祝

表2 fiJH-i X'il)分野1の丈めに凶し't::-~'t ll iJ明 H

表 ~è 
;) fl:::::~の 1) ';，カ トスケぃールでrIlgJしだJ11円

{伶わず行きたい あま 'J17主たくない 全く行きたくないl

4均ヲ』ドド"立f克

CABLE ロ フウェイがなL、

TREK {J山道を従μで往復8訪問書く

'v!FTUJ 笠tll ，まで京で}';邑引けJ'{j)砂t11i且がある

日1l0ES 品、くのに登L斗靴が必誌である

Cへw' ，[，"，:一倍o'f--{宇る必忠治、ある

すず
イル- 五l寸

れた的環境管却水準

TRA1L 

「ミ日LE

SIGNPST 

トENじいJ

日T(;NRR口

I:¥FO 

仁AlllN

;;:;¥"仁

VEGE 

¥VILD 

1π主R

日段階的 T)'Jカートスフールで質問した項目

(i'てもそうtう やベJ 山に希望はない あま守 全くそう記わない)

品、:主をさらに品、きやす、地錆してほしい

ベンチゃ-)--. ~iルを整杭 l てほしい

点様~iはしる Jサヂ幣儒Lてほしい

立入ポ11の口 ブ怖を唾備してほしい

汗意を似寸石板を4料品しとほl."，'

山然を解説する案内松李登筒し引ましい

山中に食千 戸j-i山のできる山小説がはLい

予約Jd-'!~'が L までも苛 Ilr .Ì邑 '\"III :J'J.で出土 3 人数を減ら L て:王 L し i

前山植物会保主主するhト7主主尖施してほしい

不便でも人一ー物のない:官読を1';護してほL¥

ヒグマの寸かカし Lても改革をi恥聾して欲しい
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念、ソーニンゲの予知のiit制に関しては0Jf千1レクリ

工ーション管理研究会および八巻他の文!拡を参!加され

たし♂)，2ム，22;出ご

3.選択型実験の概略

レク 1)..:r...-ション体肢の多称性を考!革Lて/-戸

ングが行われたならば、次のj段階はゾド二シグされた

それぞれの工リアで具休的にどのような笹田方針を採

用_rるのかが検討されることになる 本側究ごはこの

課題に対し選択型J丈験の適応を式みる J ここでは逃択

型実験についての筒半な併をJ+jいてその概略ゃれ弘明し

たいc

例え:Z11Eいレク 'Jエーション体馬主を提{iγするため

に、平J)jj調整地|泌を該医する場介を与えよ λc ここで

は 1~~1えの設泣にあたり、不IJJIJ 者数と品îi'i主性舗と，'う 2

つの属判、 \~trîbute} についてのみ考l蒸する必ぜが

あるとする つまり初用昔数をどの梓皮税制すれば上

いのか、あるいはどのような泊設整備をhえばよいの

かのみ#えればよいとするハ

ここで利用者数シぬ設が怖の 2つの成牲に湾L

て、それぞれ 3つのd、準 IL机 .'el) を怨定できるとし

ょう ぶj用者数の却制に附し、は]i J日状新了j、ヲ)

8害時に堤制、 3 ) 只割(.，':規制の 3ぷ準を、ぬ設経備に

関しては 1)施試のよ首iJlI、 2) Jll状絵持、 fl 施設の

減少の 3水準がそれぞ汁:考えられるとする。すると利

用調主主地丘で組定できる代手卒業もしくはプロワァ"，レ

ィProfil引は :iX3=91fli:預の記今せが考えられるこ

とになるじィJ版界mなど仇の条件.t-考l怠しなければ、
9 r:量動、の， .で利用者にとって長も評価。)長L，組合せ

が、利用調絵地区の干'fl~方針(~: ~て保田されるのが、岨

当ということになる。

このよう ~t 許 fむを行うことは似恕許化法

(COTllIll昨J:lVaJualion )，]eihud: CV!¥l) などを用いる

ことによ〉て技術的には実施11ft詣である。つまり忽i.l
される代替案を実現することに対する支払意志組

(Wil)i日記日七日 TuPa:y: ¥VTTり を;ff，曲 L、それらのj、

小をよL較すゐことによって町jらかにするこ2ができ
るη しかし吉持組の代詩案に対する司F慨をそれぞれ明

らかに寸るためには大変な，;)Jj が必要であるし、属'l~l

k水準が171却すればそのよろなアフロ、チが予定~-.A、

可能となるニとは組1まに焼くな¥'-'0

これに対し選択亘:~'-長持者は代替案内体の許制ではな

く、属十1f:1;Jll ¥あるいは水帯主j) の詐イニをわうことがで

さゐ」具体的には、ある脳性と水準からな Q 仮想的な

代科案かいくつか組み介わせた選択でツト{仁川!ce

SεL) から、最も主主 Lい代替芳、を選択する試行を付~

り返し、それらを税計約l:分析するこ》によコてE童相

~l:o) ，f価を得るのである c もし属性の変化が禾1);j昔の

先日日にどの料品:交1ヒをもたらすのかをl明己fJーに℃きれ

ば、考え35るあらゆる代蒋fiさの組合せが、干Ijt=封{;の効
用にどの存度の影響をりえるのか評価することが吋能

である切らこのような選択の過程では、阿符誌がl芯

n域ヲる柄r1の1日jのトレードオフが反映されるため、も
し〆{而格や皆川正 いう安」、が尿牲と L亡含まれていれ

ば、他の属 'ì'~ に対する経済学的な価他を羽子P によっ

て友JJ¥することがず3る これを)jjいると、例えば判

明者数を再割に規制することへの WTPが1ωo円、

詑訟を甚IJLすることへの WTPがとOOOPiである場

合、代替案としての官TPは1，イ的1'1こいあり、そのよ

号な!;~~.J型}j針は現状のん針と比較して採用すべきでは

ない、とL、った判断を行うことができる

i醤択1担尖験はそもそも多数の属性に対する明人の

~lf:ごを切りかにするための千法であるコ〉ジョイント

分符の 手法である コンシヨイント分析には評定付

けやl脱抑付げによるす法も含まれゐが、選択型実験の

ような渓択をうよhに用いる]同は Louviereaad Wood 
¥¥'orth によって開発されたも力であるS¥)J 選択)問実験

はもともとマ うティングや交通工学などで+青われて

きた手vムであるがふ~ i .32) 、 1990年代に人り ìJf，;~主計繍の

う子山/'(も踏んに尉いられるようになったね.レクリ

エ ション詳紘への適用l土、その'"でもいち早く取り

組まれてたものの 1つである L(ElvIereanr1 T;;r， 

lY1CfrEarlS は典型的争レク 'lLーション社也への沼周

倒を 0つ挙げているが、その中ごもよく用し tられてい

る:i~m)ii't、とじて:大の 2つ挙げることができるヲ9)

1 )干lj;f!者詰fレクリエーンヨ J あるいはレク jニーン

ゴンエリアに対して、どのような選択行動をむろの

か Lどのエリアそ選ぶのか1を明らかにできる。

:2 .l平IjiIJnがレクリ:Lーンヨシ管J'lにおける管理方針
のftl'干~~にけし、とのような選好そもi っているのか

を町iらかにできゐ、

官try，'に関しては汁帯、やがJりなどを対象とし
て.'}1)伝l 州、、後./5に:羽してはト7カfのfi正、域i記長主

や良且における景観保護プログラム、キ tンブサイ;

の胞設益構なとや)J_~元として ~2)，:H) 刷、それぞれさ

かんに適用が試みられてし sる}日E では栄111.石井0)

リサイクノj..，iK: I日!の詳仙川、1':1勾他の車京法における

タン刀一事I&IW，'対策のiTfctti1:))、 11了他的i1ft原環境
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保全にけする評伍汁 l 、tf格的森林の持つ公えtl0ij~能 山 llJ 立公団が ~ll 界 w吉選廷に登録されるための準備基

なと、土に後r，の適用方法が試みられてい 金である これは大守いFi，:Ir.公開が;u界自然潰j'f:.こ〆静
ふれ本研究も後担のずプロャチに屡するものであるυ 主主されるこムを仮定 L 、守録が~定きれる 5筆、ポj刑者一

。))普}jilに対応すゐための基イヤを創設して、先はど示し

4 _選択型実験の分析手順 た 1つの凶性か与なるプnプ rイ7しを，(協するとし s弓

4.1 シナリオの設定 ものである(添付資料)η 支!{、いはl!界自治遺庄の笠

選択型実験ではアンラ トを利用するが、はじめ ikiが{;，~返された際 l二一夜だけ依頼されることになる

l二高行1争設定してアンウートのシナリオを作成 4る [11界11然遺ぶをシナ!':l:こ採I11した背景には、何符持

大rや 111回す公除lにおいて実際iこ行ったアンケートで にとっ ι支払いの動伐「すけを明附に寸るためである吋

は、すべての干11;1:者!凶に共通L、かつ革要性が高いと 世界向然みがに関Lて{之、すでl:号録に伴う院題

与えられる、道路・笠JJi邑の釜様、 H!II主投の規制日 1，¥がま日J同与れているc 例え U:'，f.';l久島では、 III界トi然遺

ヒグマの保護、尚111，1剤訟の保護の 4つを阿佐として選 産に殺録されたがために漫に過剰利泊が発刊し ιい

択したρ これら 4 つの属刊については'lj:~; を事JmL、 る'lSノρf実際そのことを引Jコ亡いる利け者もかなり存

回答者の理解を f}~Lた。まと?ン今一ト作成段階で/1 有すると子盟主れ、単lこ骨界自然遺産基<Î):~"，，(7)又在、い

じる可能性のあるバイアスにつしにては、じVMによる では丈きな抵抗固符が予想、されたハそごで今回は i仕界

司ftlliを行弓のとl司じぶろに記忠臣を行った刊)，1旬、 目然遺体(j){aj~に :tぃ、用久島甲山争;1:[11患において過

絞いて WTPをどのような之払方法によって去町j 剥 RJ引が発パした-~ド支をあえて取り i げ、発$*e'れる

してもらうのかを決定する氏、民がある「ノア阿は WTP 際i二下立される附随をめぐことをこの基金の設立 11(日

U)支払ん法とし亡ぶ〈去を採出した+ますとの名目l正大台 としたのそしてよ~士の沈いi長が利便刊の 1"1上に ftわれ

表3 アンケ ト0)ン j-T)才で肝しιた討作とぷi主

属引と水苧 内 主主

退治‘者;lrJ皇の時備

J::¥Ji 1 I:..当山 ~'hZi おし:て笠山道宇辻、きやすく整備し 草道許草刈も整尚ずる

I¥F 2 丈叶'~111全j或じおいマ脅111道を主主やすく思備すゐが， -ドミ主 J1itw.，::iきの#備はl見状維持

T'¥F ;-; ¥現状j 笠LlJi草 市進駐市誌の主主捕はまが、稚持

I，I' ，1 登山道の些怖は礼状桁持だが， I守扶環境(j)保護が韮制されるぬflI;'てuは;11道。 Lナ!吋品や減らす

I¥F 5 fjK主 J:l境の~1:護か毛悦きれる場所では;1:"川道単品駐*場を ;kえりす

列用古数の設1三

VT汚 { 積極的;二人々を呼ひ人れL努力をする

VIS :::現知 山然りj叫場Ii任せる

V1日 3 空加¥)年を基准として人数を 定に r~ヮ

VTS '-1- L江川年を恭i¥t:!-'してその出割に人数を組事iする

VlS ;) 2~)n()I， I;- ~プ基冴:としてその γ分に人数を忠誠する

ヒグぞのf't設

WAR 1現状) ケマ11¥現のため登山道が寺々羽iAきれる

BE:¥R 2 出胤温~、'/-ン引はクマサ忌地と Lて人司の引 j;) を'1'止する

高Illtr坊の保護

n:ιE 1 i:耳目先) 人が入らないように柵を立てる程逝
VEGS 2 試大寸j，こ;{31， ，て これ)0).1出111虻;物が依fまされないよう也、官;こ応じて本道などを設置する

県令。〉令託

上'"CND 1 ，lXJOj-:j ;:)， (!肘ドlS以)()flJ1， C()的flj1， .")lXjOドj

注〕持金の全信i土問将;，~r:r. そす 以外は名義パ皮として扱うロ
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るのか、あるいは臼然環境の保議に使われるのかが選

択型実験によって問われるようにシナリオを作成し

たのもちろんこのようなシナリオ設定によっても、 111'

界自然遺産に笠録すること自体に~~地があるとし、ア

ンケート卜で恭金への1:J1、いをIr否した凶符昔が60人

(阿収枚数の7.4()u)存荘した(添付資料人

評価される胤性とその主払方法が決定された後

は、それぞれの属竹に対する測定の単位を選択し、そ

の本準を設定する 2 本州究では表ヨに示すような名義

尺叫によるオ準の設定を採用したり悲金の金制の水準

は北高・栗山が照久島で行った託価や州、け経リサー

チが|和U八幡平同v公開で行った評価47)を参主と
して決定した。

本州究の水準の設にで特徴的なことは、基金のすそ

徹が間隔尺出:であることを除いて、去3にjJ、すように

すべて名義尺度となっていることである。名義尺度を

用いたh卦合、エフェクトコードと呼ばれる方法により

変数をコ」ド化することで推定をもうことが可能であ

る-18)

4.2 プロファイルと選択セットの作成

属引と本準を設定すれば、プロファイルと選択セ

ソトのデザインを行うことができるんはじめにプロフ

ァイルつまり代存案の作成であるが、るつの属ヤtに対

して、それぞれ5水準もしくは2本準が設'ぶされてい

ることから、想定できるプロファイルは 5x五x2 x 

2x5~501l桐になるご前述のようにこれらすべての

プロフ γイルに関して評価を行うことは小UJ能である

から、すべてのプロファイルの中からいくつかのプロ

ファイルを組み合わせた選択セットを作成し、その'1'

から最も望ましいプロファイルを選択してもらうこと

になる内しかしながら、どのプロファイルを選択セッ

トの要素とするかが問題である。もしプロファイル同

上に相関が存在すれば、多了R共線性が発生し推定が不

組合せ1

遣の整備 市遊歩道増加

干l刷者数 半減

ヒグマの保護 組状

間rll柏物の保護 現状

民金σ)額 ;;，000円

この中で散もよい

ものに1つつを→ 1 

可能となるためであるc

このような問題を解決する方法と Lて伝統的に用

いられている方法が、直交計附と呼ばれるものであるバ

これは属性の推記が、多重共線性によって推記不UJ能

とならないように、各以性が直交性を保つようにプロ

ファイルのデザインを行う千法で、実験計幽法と Lて

丘、く用いられているT法である4り).501ζ 

ただLこの方法にも問題点があることには触れて

おく必要があるu 直交訂画を肘いるためには、まず卜

記で小す効用関数の観測可能な部分が、個々の属性に

関して相!の形式で表現されていることが必虫であるご

これは 次以降の交差効果の係数は0であること、つ

まりそれぞれの属性に対してれわれる同符が、残りの

属七Lの影響と独文であることを意味している引にた

だし一般的に一次以降の必尤効果に関してはそれほと

重引ではないとされているー凶。他にも~交日 1I出によっ
て作成されたプロファイルの'1'にはJJI'土的にありえな
いプロファイルが存在し、評価の信頼竹が低下すると

いう問題点も指摘されている 53) これらの問題点を

踏まえつつ直交計両を適用し、 25個のプロファイルを

作成したご

次に選択セソトの作成であるが、まずJJI~ ー を示す

プロファイル Iっと、 251同のプロファイル中からラン

ダムに選択したプロファイル3つで、 1つの選択セッ

トを作成した 一区選択したプロファイルは除き、同

様の手取を 7同くり返えすことによって、 7つの選択

セソトから構成される 1組を作成した これを 8組作

成し、同答者にはそのうちの I組をランダムに提不L

たコ選択セットは凶 2に示すようなものである。

アンケートは2∞口年 8月に配布L、配布枚数は

1. R72通、同収枚数広14通(阿収率43.5()u)であったご

このうち分析に用いたサンプルは、衣2と選択型'丈験

の設問すべてに何答Lた同答者の中で、後者の設問に

組合せ2 組合せ3 現状

瓜状維持 市道歩道減少 瓜状維持

大幅附加 やや減少 H然tこ1M加

%施 現状 現状

実施 現状 現状

:l，O似)円 :1，似)0円 。円

フ 3， 4. 

図2 同持者に提示Lた選以セットの似l
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おし込て属性と本牟に出わらず訟に現状を々、すブ口ノア

イ J~ のみを選んでuる凶答者を除いた1:33 4[ 〆プ Jv じ

あふ

4.3 推定モデル

便事Zセ yトにヌ了する悩符はラングム効llJモヂルに

よって定量化される フンダム効回モヲ白ルごl士、|当数

形宮市いて正式出Jに去Eはできる部分と伴字的iこ変動す

る m~分に効)11 関数キ分;仁その線形粋を仮定する 属

犯と本f撃の詐台せからなるあるプ口フ 7イルに討し

て、悩人 nの効J日間数は式"のように小すこ正がと
叱，
己 0c

[T
nι=IJL+εm ;1 

ここで Zいは犯人 11に対してプロファイル 2に上

りもたらされる全体効川、 V"i ~，土幼 !IJ 問款の矧測可能

な部分、 E，η は鋭測五可能な部分つまり ~t~売Jll を不し

ているご以 l、では数式0)簡略01とのため個人をぷすi詐f
11を省略する U，が!自のj ザ U7ァイルの全体効)11

qJりも土きいj詩FT zが選択される較京て πは式i2
のようにノトされる

オリ [C)~ Pr [ι'j > [~.] = Py' ~-Vj --:-ε之ト〉 }εJ!
= Pr [Vi - lj三ち ; V jEニニC <? 

ここでCは選択セ Jト CboiccSetiを耳、しているい

一般?とや失うことなく、制!日間数の観測可能な部分は、

部分効出を不す属判ベクトルルの払1~_~;! l:ll数として式
:;-:;のように表J日するこ lがI1J却しである。

]/i = fJ'X;" つ

誤7JQがガンベル分布::従う 2仮定する L、zが選

択ミれる梓v事πl立以「のような条日付きロシソトぞ

デルドょっ-(;.r¥;': -1 :.(j)ようにノj、すことカ1できる日，

πロIc)~ 
e又P(/-1β主

ヱ=cxp(fJt:ri!
)，-1. 

'4 

般的lこμ(スケ}ルパソメータ--)は 1と仮定

されS!)\ k;~性ベクトル β の係数はほ尤U， を用いご推
定することが可能であ

この時‘ d"ιを個人 IIがzを選以した場台 I、そ

れ以外の場合はりであるダミ 生数i:.~る:、対数尤

夜間投lnTJを式、引のように定義するニとができるc

ln /， '''''' L L: i dJ!i' ln 
ヒXジ(βミ2)

エexυ倍、
Iえ

ただLこのぞデノレに巳としては次のような問題点が

存自している 条件付きロジソトモヮルが成りすつに

は、あるプロファイ jレの効用が選択七ノ}に台まれる

他的プUソ甲イルのイ'(jrから封l.i/であることが必袋で

ある41'; このfk百三は IIAfk説 (Independent :rom 

1 rreJevantヘItexnalive，s/¥SSlιmptioll) と呼ばれ、多

くの状況において満 λ されないことが事数の'k~ 研究

からが主れてしミる。 LかしI1A仮説が完ノ去に満た 3

れなし、tiJF干でも、仮説からの海1引がそれはと九きくな
ければ、 i量'，<;:，の長件付きロンァ lモデルによっても F

i引に耐えうる河県を得ることは可訟である叩，

N結果
1. 利用者の分類とゾー=ンダ

1.1 利用者の分類

算出された土成分ti待軍;土表 4に不す;自 りであ

る Mtうよ負荷盆が高u、項日 (0.:;以 I-，iに若口すると、

それぞれの ι以分のが~:)，Ç ~j:，第 1;，成分カら!l:fttこ、レ

クリエーショ〉環械のM 均的配置こ旅投手f備にkfする

許制を jJ、干柿1Iに物理的J~~U亮 ζ 管理本平にJ1f，; ì皇j 、

言山植物にもたらされる>;:1響とその対浪への汗備を 'J、

す軸 f下にれ会的環j岳と'f:'f坪水準lこ|則混入院、'1的な

i 1然環境を保護することへの司悩を不)'--!杭(よ上に管N

d、準じ関連)、利m昔数への評価を示す斡 (4ニ:仁社会
的~:tUi主に悶;さj であると解釈するもとがで主る l

:ょに臼有伯が1をなえる土成分に凡する主成分得

点を用いて、ウナー l、γょによる階凶クラスター ~j併に

よるグループうすけや'1j"-'J t..:.~ クラスターの数は選択事

実!長による..Hrl5結果をクフスターlilj'{"比較で主ること

を念頭に置き 3クラス々 とした 件クラスタレーに対

して表 L0)設問にXJする問答の皮絞分{J.表手作成し、

そのlrrI答傾向からグ 1レープの性質をた視する命名を行

った。者巳rjll円なレク)工』シ辻ン正宗境をJ七めるグル』

ブから明日に、j;J~):こ旅行派 '84人)、快辿nJJ派(106人入
ぞっrli*(1S3人) と命名"た

1.2 ゾニング

アン今 トにおいて、いi答者には同 3の地肉を崎

市し、 ;'，)J引たことのあるソーンの中で最も気に入〉イ

いるゾーンを lへ 11ク)1; rから選んでもらったーゾー〉

ご k の IflI1:;:~~í去をグラブ lこしたもの埼玉図、i に -'J~ ~.た叫

グラノであるc ゾーンのやれi的配置と各寺IJIII4;ゲルー

プの性幌、ゾーンへのftiHIに{土、 ROSで提ノj、され ζ

し、るような込続休と Lて配列が存在していることがわ

かる u -)j、Lx[:1における登山道降線凶の!?色:土、山
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!戎分員 i~I阜の第H1表 4

イトj点庁負荷毘

治 Ll成缶、 能ワL!&ツJ、 持:-l.I-:h-Z5:i、 告白，1.1成分

0.0ιi 0，3コ-¥) .1日

じα:0.:12 。34
0.1日
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戸Jヘ主日)を不L、 31F131Lはs'予75，11..--点'百江戸i五 1
，5'I，1S.4 s'VI';，ごし}を示している 町WJ，!~ X¥，'!.':;，ρ土て
れぞれ、属汁が水準 hであった坊台、ん 1J 村山県素令

l それ以外をひ、 J~，;[)、を不す;I(準 L じあ J た場合、

全ての要素を 1 ~寸るエブ丁ク i コ ドによるダ

ミー変数であωe. :1村正lこXJ]u山之と X↓'L'(，1.2はぷ半

が BIlAE-2、 VECE つ cあるL持合を l 、 ~W、をノVi

水'r'BEミL1、 VEGE_lであ〉た場合を lとするliiJ
滋のダミ 変紋である三時川'j)はlib~;"の令認を示 t

.(~';bc 

条;'1{す口ジットモデルによる推定結束~(土表五:こ不

す油りであるヘ J非定された定数項は、想定されるJ.'J;m
fr:関数ごとに挙人気れるため、 3つ在京することにな

る吋これが去五に不した 1つの ASC (J'd~εrnattve 

Specific Con叫礼nr) ;.: 1If-:f'flZJもじっ Pある ここでは

Z副主をん、オブuソT1 )レに"Jするへscカらわされてい
る 対数文民俗-01 は係数がすべてのであるとし

た域合の対数尤l立であり、 j，J数尤l立(F.をよ)は属性が

選択に影響していゐ場イ干、つま ('i係者tが表5のi込:止に

線!十占的↑広;正問先、:.1荷即浩司肘 Uol;;， litヲホーし

'-r;-レクリ占ーション管時研究会の情究に正ついて、 4

区分グ〉利回釘グループ各々の問符に沿う絡まW. .iUIJを不

したものであるc 本研究におけるゾーニングl土、灰うJ

数の追いはあるものの、;Il，ti;-レクリエ」ション/古]却研

究会が不すソ一二ンアとほぼH維のものであることが

分かる J 以 pでは件、，/'.ン内で、段も気に入っている

ゾーンとして選択している出fずが 骨尚い平'PtJ省ゲ

ルーソ3lこ、その F ンを提供することを想定Lて議論

を1，うこととする つまりソ¥シ 2、:3， 5， () ¥土鶴

)~旅行j; j(:こ汁して、ゾーン 4は快逃登山派に対して、

ゾーン 7と1ょは守111派に討し ζそれぞれ提むしするもの

とえ77Eする

2 選択型実験による推定結果

2.1 推定結果

本研究で{土、式i;"にtJして次のような線形モデル
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図3 持々の利用者グループに提供されるゾーン

注 1)グラフは訪れたことのあるゾー〆で最も気に入っているゾー〆の]n]答割合 I]n]答数/グル ブの人数x111111を示す付

注 2)点線のソーンは最も気に人っているゾーンとして還ばれた割合が最向でも 5%以下であるゾーンを不す{

注3I伊|答者には、令て実線で表示され，かっグラフ等は除かれた図を提示Lたー注4)登山道路線図の配色及び凡例に
示Lた名称は八巻他を参考とした口)じ
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設定された場合の必.1，役買 l支である LRI (Log !:がでさる。 lμj禄にじて求めた WTPが衣 6iこ')、L1c
like:ihood Ration 1r:deヌ王将られた討をえι;度をもと 他である

にモデルの斗てはまりを示す抗原である 5.1)、この十円 ここでエフ 1 クトコ ドiEるダミ 変数にl主主l

襟は J~JJU {予付数尤!正 i最Jいこし、 JJrやjf数尤低 下の式8の件費がイ了杭す

(β o iとした馬台、式7のように正義されるハ
よI

L111ニ l
LL， 

.L: ---1， {i *，II! f~ ， 士ん J， '.8" 

72統計 b:U土、，8= 0という仮説を来却に主るか したがって、現状をノト寸寸、地にiすする WTPも式

どうかを不すものである 18の関係から推定することが円能ぞある。

2.2 WTPの推定 このJ価額は仮忽[「Jな状況トでの1ts合への WTPで

iVTP Iまえのようにj~定することが r与るわ例え あり、誠実社会での基金の支布、組が衣6のようになる

ば械克旅li 派に It~Lて、高山植物のiおまを実施するこ ことをE味するものではない。重'~:なことは，I.ft曲議白

とがおi)m同数にワえる影響を β¥1ιι2*.1:'レと山， ~トよりも、投手管切1:1iというノ1、過の尺 1えを用いご、宍な

0.31*1と去すことがじさる。 1同じく 11')が切I-;-J;;司数 る属件と水準への評価が比較じさるという点である

に与える彩警は丘町弐D キ ，"(FL~\'D ---0.22. Hr<l* 1であ
43 1J 友会の金額も属性も同じ関数}t:，;を通じて、均府間 V 考 察

数に影響をラえているため、係設をJt~立すれば品山植 1 各ゾ ンでの管理方針

初の'fi~~蓄をノL施 f ることが1"; 1' 1 う j'-(T)影y;??に相当寸るか i叫3で，)、した手IJ!J]:r;グループある;"¥土ソーンに者

を求めることができる つまり、手f;::にi土臥して H して、それぞれのソ、ンで手'1出7iの伺点からぶめら
βYECE ;;を ß~F[ :\'lJ で医~i"ìb ことで W1T を求めるこ れる管理jj針を次のようにまとめ Q ことができるc



約1号お応対_10海道大学演習林げ究報;4l12 

馬rとyい性jJUJ)"¥VTP 

¥VTP (f10 

続)U~、行派 快進1zLlJ派 登山派

丈→f!fl全域におし i 亡f毛1，'主を品、きやすく拡i品:.... 1..;-1. -2 '，:OU -i'，Un 

造船車場も整備ずる l '1.227 I.i:gil [9.067 1，7901 

表 5

属性〉ホミ干

大'XiJfl全J止においてJ，;J:III道を』じきやすく幣借するが旦
退 院市場のささ慣は現状花持 1

 

6
け

3
一月[

 4，:-;ト-!，')

-g ;~ìl----~ ，(l:-トム l
町市場。〉君、怖は現状維持tk山道苧道

こ1ζlo9

l -; ， ;~17 ↑， 9η1J 

2，3;::; 

l-~ ， 2G2 --1 ， ~7JJ 

"_0浦，-1.?:3日~ ，463 

[ -;J， i';)~ ;.;日l'γ，:i4()--1，.. ::G:_~J [-';)" :-l(Jりふ;，h?，U] 

~0.: L:J芝の整備[よ瓜状椎持どが 白然環境の保護が重抗

される場理は平;i主 駐単場をi;;y;ら寸
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l乙1G9---4ム，1クマ出現のため告111;邑が丸々明設される

品原温J公 kゾーエリ) ¥'よ"マ生息地とし亡人?守山
利用を<1'止寸る :2， 1691 1114 
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北大計において、これ以|高rrli~物カ羽以哀されないよ 問

う必哲に比;じてヰ，70などを誌置する 「川---2. :80 

持 1，¥ WTPがo:lJという佼説を.3rXl;Jく半で棄却できないものは去小lていないコ
u:::)括弧十人。〉市11-土[<'，rillskT~'， pd R(Jっb(}) ))i)、刊によるG.O川Iu[0;ニEシテカルロ J ミュレーシヨンによって何られた何%の

信頼li~官ごある r

:~， (;(対
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フ{沿い
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人が入ら~いふうに慨をすてるれz

それらを支持してし tないという忌昧でこの結果は市民

である。

不IJiIJ行数に関し ζl土、 2000年を本準として人数を

fLに深つことを最も望ましいと考えている」とが明

らかとなった 休日すべき点は、観光旅行派であって

も現状に満たしていないこと、つまり汁東を講じずに

結果としての利用担、土が';じるよりも、利崩f("i交をコ
ントロ ルするためにやjらかの主j治を講じるさ要があ

ると考えていることとあるこ ~1) 1T r-!~J な藍櫛が行われた

l持JiJî" を求める観光旅行派でさえ、これらのような~.え

を持勺ているといろ事実は少々続くべき結果と言える

かもしれない

観九旅行派の特t投{土、 1jjJd. ，~主[1.;阜の"堂前にMす

る WTl'が全ての本準で有意でないことであるコこの

ことは近路守，11氾の埜備に関して、そのオ準に関わ

らず悶しがないここ つまり施設があっても構わない

が、なければそれでも格わないにいう態収であrふこと

を乃、してνゐる。したがってゾーン 2、 3、 G、 6にお

いてはも J~.t人ぴ〉撃情/心宇を保つことで l 分であり、こ

れJl~ rの雌設蛙封liは無用であるこ kを忘ドょしていふり
はじめにも述べたうに、これまで汁ノドの自治公[，;1で

は、利用f]D倖や利信性の時lトに1::1:きが置かれがちであ

り、そのためLなし崩しI門地設皇室官舎がれわれてきたU

しかしその主な対象者と日弐れていた人々で支えも、
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快適登山派の W'"P:ヰ jtl!J~旅行派こ主主山派の中 11\1 ゾーン11に関してはもう I点触れておきたし 4l，1~が

的な性質であるが、求める管理方針江総光お1i派とは ある。近午ゾーシ ll -cはお ~JI柄物の保護のための本道

kん川口:とであるc 快冶紫111派h奴泌尿わ派の人;きな の致設がれわれた引いこの氷山はかなり JL派なもの

泣いは、求める管理ん幸|よりも、ゾーン 4までfUJどと であ t人当然利可j昔にとコては笠山道整備の一環とも

さるmもと体力を存しているうマ了かFこあるのかもしれ 引相手で主るものである j/.6より脅jrr派のr.=SI11組物の

ないのただL快治t:':rlli試の Wアl'は、自然環境をj'jCぷ 保ぷに対する WTI'は i出品刊であり、主主1:1起が!l'さ

すゐ Jj声]に、育児光旅行iliのそれらより絶対値が大きい ヤすく伊仙されることに対すゐ日 fP(土 3.316;'1であ

ことから、民YCJ;"dJ派よりも 11然環境の深去に泣する るから 判訂究での詐価杭果から判断4れl工、木道設

問題意識が高いことは何えるc 置のメリソトはデメ jットによって相殺され、設置費

i也の利用者グル、ブと大きく異なるのが菅:11派c mのみが'1じたと解釈するこ2ができる， f也にh?んは
ある「登山派の WTPI土、制〉し弘行派こ快適登山派の 鈍かったのであろうか?

ものとかなり異なることから、衣大';!;j O)管理方~:-(，士主 ここで和11)jJ者数を脱税し、 i"パクトを幹滅寸る

間的に]]:1のゾ』ン 4とヅーン?のF9を読とL亡、市 ことで、高"1植物がWll復する刊誌件があるとすればと

」じでよさく分かれることになるだろう u うなるかを与えてみとしお。本論文の評舵では属性却の

〈子1':派で:ι徴J当なごとは、ま寸定l路‘〈ー1:1::j[jを減 '"-< 4.:'ijJ崇: ごごでは利1，1者数が世なくなると五百r'植物
宇させることに付して，1のWTPを持〉ていることと か1~~jさされるという属十'L:I\Jの栴関関係y がシすりオ上

ある 矧〉己保行派や快適脊山派1<1:授:lJ;芭の減少にもJl はないここを岬従C.:Lている!c的、去G0)結呆をその

て岩見が;l!!I;l，)のlこiぐして、笠rllmu.土五日境保忍のために まま?とって論じることはできない しかし父左効栄が

必要こされるなりば、回らも利帰する校山道を減宇さ 無視1いきるという前提の卜で与えるならば、同~lょ版物

せても備わなし 3し考えているのである J の{謀議に対「るi;VTPと利用者数の規制に井，J"tz， 
利帰省数の規制に関しては、まずその特徴として、 WTPの相 l土、和Ij)jl者数を半減させたとしてもなお

積1私的に人々を貯びへれる穿-}Jを寸ることに対して、 3出381')であるr したがっ1木i置を付けご i同山捕物を

.1í;'iì~に人きな負の日、P を持っていることが挙げられ 保1¥1!するよりも、手IJJ力者数を規制IJL t:万が効率的であ

るにそのんき予は他l:どれほど魅}J的な管理h生iが絞 ったかもしれないのでヰノるっ本合11究σ)Jf旬結呆l土、安

み介わされたとし亡も、それキ相殺してあまりめる科 易;こ施設坐杭で問題キ解決させるよりも、手IljlJ汗数の

ごある λ古UI凶JL公凶の過去をぶり返るこ a 林忘の 規山j平時的 ~t笠 rlJ道ノ〉休rIを行う }j が、 fーン 7、:j

般間以がゾ ン11などの拠地におけるアクセスを改 ではう~J+t(Jな管」哩方主!とな h えゐこ l を不峻するもの

長し、それに伴って判11I{;の町I加ふもたらした事例が であるn 斡;1，Jでは11然休息年高1Iほと呼ばれゐ信1.'正治、議
守ノT'，る 今後、 lrij味のlj手f広が'1とることは a 公|対tJ. 人され、 時的lこLクり L ーション ..L1)アの云]院をH、
即を行 λ1で長もj主阜、が払われなげればならな¥，.J::言 止L、そのヱリアの岐境問復が試みられている 5;))マ

えωだろう c まだ司11.0)判例話グループと異なる"川土、 ιこのような話、みが、手:Irす菰笠均lべという祈たな枠組み

起も WTP山村い水準が利用者数を 定に似つことじ のIil'e'検討されることも必要であうう

はなく、 2ωo平を主主浮としてS割lこ規制させることに

ある点であゐL 利m者数を干減きせることに対すω 2 研究成果と今後の課題
¥VTPが u.Cあるのは、アシケ トで千IJljr;数を減 最後に-~汀先とし亡の成果と諌誌をまとめたいにま

らすと予約千開封書付ちが也、裂になる(添付資料1J と ず本側究の成果としては、以トの一市を挙げることが

述べられてv、ることを受け、利用者数のう記号'1のメ 1)'J でき.{)(

にと予約'¥，Illff昌二千与ちがととじるデメ lJ':J トを相殺きせた 第ーにノ¥巻-:1がわが提案するレケ 1)~l... ショシの

結県であると見ることができる $1;王刊に配慮したゾーーングが、環境経済4子の分野で

ム京境の保護のために必要とされるならば、辺路ヤ 用いられている出涜許制手法から~，:;;，かれた結
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ぷめる L ケ 'J 可ーション環境のや II~ I~IS ~[~ r晋こも整作的

であ J た もちろんこれはj{OS0)11正念によるゾーニ

ングが絡んrである kい弓ニムを忌叫ーするものではな

いハ J:k.jrの自然公i吋色埋と比較すれば、ゾ 二ングを

号入Lた方が経泣d了的にはより笠ましいとしうことず

あるc

wーにゾド二シグされたされぞれのエリアで具体
的にどのような笹田方針を採Jliするのかという諜匙に

対し選以刑実験を組み合わせ、貨ri}計悩という比較UJ

能な尺!日;によっご定量均な許怖を得たという~であ

る このことは各ゾーンにおいて、主E盟主がどの上う

金管現方針を持品j ，j-~ 主かの民民となるだけでなく、

利市調核地区の訟定なと、 Yl!.域十一会との合忠、形成が>1、

められる場自で、ぷ:liLJ昔iよ一体とのような安求も持っ

ているのかをけに見える形こりj、すごとができるという

点むも烹官である一

おふ:こ選択型実験や CV¥lなどの評価了法を適用

する際i二、 jじ-Jiまず;σ)1メ分 iSとgmentatior:)を述切に

41車しないと、小適切なcifj面額を!ftどする危険刊があ
る点を小しとこしも挙げるこ2ができるU 選好の黙な

ていないため、今同は日:faの本牟ゆずi義(現状維持や
お ifJこ凱制と"った表.TJI.)にせさるを 1-~. なノトった l児

実の<-1;むマ Lて2たもするためhーは、f!.休I市に vの路線

でどの程度の人殺が望ましいのかを提示言ゐことが求

められるだろう}同然科;7~ (J~ 干i会科学的なァータを

情強し、よりほ実的な詳{出をわうことが求めりれる…

~} に卒;研究では管理j政!を完'JIするための対策

費!l1や地域社会にもたら 5れる賢111及び便益、訪問持

以外の"'禾:1回総備の存{iには7て=11えしていない.'誌を挙げ

るこ2が三きる}問えlZ利用者数を規制するこ止に対

しては多くの利!日昔語、賛成[ているが、刈;正を主主l.itす

る際に必要となる費財{例えば入門賞)はとう 1 るの

か、また手1出者数の規制;こともなう銀屯収入の減少は

どう予べきなのかを与える必安があるーまとよ古lJl'l
J 公闘を初れるごとのない人十の r;-~ にも、大'éi r" 1町、γ

公回をi&切にγ;;}~ して欲しいし、そのために皆同仁"H

を王子 3ても憎わないと}Ltている人々はtru:ずるはず
である"[:1"公民lj'Cあればそれらの戸にも i心える必却

が出てくるだろうハどんな告瑚h主!が採用される lべ
きか l止、さつに将広いよ見点から考えなければならを

るグループがÜ~杭しているも者台に、タル ブ分けを行 いっ

わずに許イ曲を ~i 定すると、その吉村曲はとりグルーフも また利用fJ記存在仇vのような自然農J:;l(!)保護に[ゐ;i7
代みすることのるい評価、つまりどのグループにとっ た対策を議人ヂる捺は、柿浮が述，えるようなニコンス

ても違和!惑のあGcl'下価となるに速いなし、。もちろんこ 子ムマ午、ジメントと Lて、引'&関条昔を広く巻き込λ

の問題点は以前から広く指摘されて v、るものぞめ で議論を展開させてしく必要がある日れそのような

る37) J:若をどのよ与に設定L、そこでどのよう会議言命を打つ

次に本明党の今後の課題と Lて、次の 点を予げ ていくのかl士、さら仁大きな枠組みにおける議窓3し

ること力、できるn てむちト古、ってくゐであろう

第 に併究千法の洗練である 本問究で用いて"

るデ タ!土カテコリカルデタであるから、グループ 立添付資料(選択型実験のアンケート)

分けに際じてカ、テコ 'JプJル i成分分析など脅迫Fiiづ ω j、τ山は北向退会ftヲ提言るl判、p公闘です c 公間内
ことは改善戸lとし、苓えられる また i茸-Jr~至。フ、放に問 には!ム大な森林をはじめとし亡、円本で最大級の片山

しても、九Iixedtogit T'vludelのような利用計:';身の 植物群搭(お花畑1や、北海j主にLか生息しないヒグ

属性 i所得べ}Fff牛士Ihなどj そJ備に反峡できるような マなとソ〉野l:助物の'1日地も fJ了下しますコJjl:-{I、この

分析手法の遮llJ ìよ有効であろうわ~}) 加え c::: 0)手11、 ような些かなni!;を有斗る大雪111を 1-;+十界r'1-r!，:;;iliY与
を肘いれば、 11ヘ仮説に対Lても配属することがf"iI にひ鉱Lょうという話が/JJています 1[:界討然遺抵」

能である仁さらにマ、ヶテイングの分野で広く用いら とは世界的に怒れた耐値をもっていL自然を守るため

れている LattntCla日I¥:[oeelふItlいて、 ROちの概念: に[1界的に登録された地域のことで j 日本では黒久

に長づく利上H呂の分類と、選択型実l技の評価をi司自在に 島{鹿児島県1とI三神i→地{秋川県 山森県〕のフゥ

行ろよ λな分ザもiJうこkがごきるかもしれなL♂ι}vrが登録されています
第二に?阿茶砲したアンケート:ニ、税時点で得ら 間 Q あなたは II[界tJ然遺崖 lやごむ知でした

れる剖l見をもとに刊戒されているため、現'Kの持活に か P番号に 1つひをつけて下さい

つなげるにはまだk雑抱であるという点である 例え 11知っている (GOC人)

lま、表大雪地!J主においては利用者数がiE附にal呈され 引浦いたことがあるけ7υ人)
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3、うfからない(詩人 1)丸「渓や行う必公はない (5人;

このような指定を-;2けることで、大三守illの位値は 2) JU:界遺産に綬録されなければよし， (削人j

[1'界初に話められ、 'j1;'~報演の保JL も 111 :車内な水草で り 1'1分がmす2"1どはないけ4人)
l合に行J汁るここになりまれしかし-)jで大雪山 4 )その飽 i20人i

の知名 iえも i日)'f ú~ になりますトら、多くの人々が怠に 1)と符えられた方はそのまま問12によ重んごくださし 2

rih刑することが考えられますc 何のギ備もなく多くの (ここからアンケ~トのもっともA't:.な誠分に
人々が急に訪れますと、道路・駐車場あるいはwr良・ 入ります どうか足後までごι入I出くようお殴
登山道が誌雑します c また I~jlll松物が踏みつけられ、 いj'XLますに

をi" U主例年の 'I:.R，地もせはめられるなと、の 17~jJfj も千怒さ |吋 1~ 集められた恭イゲご行われる対策l立、問10でi主

れます えらばれた浬恕的な対放の組合せ lにならないかも

先に述べた142久品では CEL界自然遺虚 lの51訴を しれませんc しかし理法の組台せではなくても「これ

受けたことで、 1()年:起で総光客の数は?， 1-g:に増え、凡 なら協力してもよ'，;'，と感じる純白せもあれば、 l絶

じような院議が起きました。この教訓から l世界1'1然 土J協力できない;と点じる組合せιあることでLょう。
遺産Jに登録3れる場九笠録。刈ir:'二受1)入れ態勢を ここでは、特係が最も納存できる「対策の舵台せ を

特えるごとがill嬰だと，'うごとがわかりました t~~ l~ n'rすための質問を1ft、ます I はじめにどの質問の

mHU.現告、 I世界日続漬原」にと正お、される場台 答えhをご3L明いたLます
に備え、どんな対策を行うべきか考えられています Cq，月?l)
利IljのLやすきに司点を清いて対誌を4って(ましいと 以下では絵々に内郭を変えた「組合せ 1 組合

いう声もあれば、自然環境の保訟に重点iをおいて対策 せヮ ー組合せ 1J と IJli.状J 111から、 r:HTましい
を1:ってほしし 3 しいう戸もありまナ現在、「近の~:';制 I1.J 士J拾を選んでいたどく質問を絞り返しで 7[u] l' J' l.， >ま
「利用省政 I l:~ゲマの保担互 「高山植物の{思表Jの4 すっ「対策の組FTせJはコン 1-:ュ ターが選んだもので、

つの~ff 口につい亡対策が検討されて v、ます、あなたは 同;こはおかしなデギ台せがたまれることもありますが、

それそれの項Hにつし、しとの.{:.]筑が需iい、と思わ その場合も!司じ 2~領でご[ii[符ください ト1符の際には

れますか Pそれぞれlごついて番せに lつじをつけて I 初版者殺を減らすと下約や順番待ちが必按じな ωこ

さし￥
」吋

f中略)

I 世界自然遺産 lへの守主主が汰Aされ.， ~多くの人々

が訪問するまじの制い潤にこれらの心l;荘を*!J在するた

めには、 f:¥tゴヱだけでなく手I))jj告のんにも羽金を負利し

てIIIくとルが必要ごす そこで似に l大雪[11当貯な持、

基全 J'.設けることとします「これ基令はよ寸山がc111 

'J!.白然泣~ に守録が決定した lCl~f;麦:二、 lえだけ皆さ

んのご米出:こ寄付をお隠し tするものです。集められた

E 、ι令に支出されるとふだんのと村井賓のどとかを行IJ
ることを考嵐LてごWq答ください(以Fキ凶2に示した

選択セ γ トを全部ご 71EI拡不}。

H:)設阿川;分1注目弧内;こ1]、予れた人数はその選択

肢をj主λだ人Tえを不す (存βltiえが出We枚数民:，1

2 致し会¥，¥のはと早[01符が与在することによ

る入

お告がどのように使われゐのかはすべて切らかにされ 謝 辞

ます… ノドfh丈の作成にあたり科ゲ研究費補均金の援おや受け

刑11 あなたはこのような基合が設立され、協1J た)また本論よは筆者が北海i己λ学に提出した宇佐論

を依婦されたJ晶今ど与な子三れますか?-~~:íては 文の 郊であゐ ヰ論正を執筆するに当た句、う己主泊

まる需むについて iつ心をつけじ下さいハ 氏(平稲田λi学)おぶびんを成氏(森林総合研究

1 )令部と使われ}jが妥当ならば協}jする{する 所東北支析から理論出に関して ζ舟道をTt!いたc:

かもLれない (7的人) た桁組澄*氏 L巾F右大三?とJからは有用なご指摘を;吉い

2、協}Jしない(→この設潤への阿ノ己~者l土問1:2を たこ記して謝包を表しますこ

スキッブ) (99人)

2 )ι手与えられた方にお叩き Lます。その洋rtnこl 参考文献
つlごiをつけて Fミい 1)環境省吉扶環境局 ι2002a) 自妹公開法υ改7売の
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